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2023 年 10 月期通期業績予想に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2023 年 4 月 14 日に開示しました「2023 年 10 月期通期業績予

想」を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ致します。 

 

記 

 

１．2023 年 10 月期通期連結業績予想の修正（2022 年 11 月１日～2023 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

連 結 当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 1,220 △45 △46 △46 △71 円 93 銭 

今 回 予 想 （ Ｂ ） 1,212 △85 △87 △87 △132 円 85 銭 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △8 △40 △41 △41 ― 

増  減  率（  ％  ） △0.7 ― ― ― ― 

（参考）前期連結実績 

（2022 年 10 月期） 
971 △97 △93 △99 △162 円 24 銭 

（注）当社は、2023 年 10 月 30 日付で第三者割当増資により普通株式 6,250 株の増加を

予定しており、当連結会計期間に係る期中平均株式数により、１株当たり当期純利益

を算定しております。 
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２．修正の理由 

当社グループは、ホテル客室備品事業、ホテル開業支援事業、ホテル受託運営事業や旅

行・観光業に特化したデジタルマーケティング支援サービスなど様々な事業を展開しており

ます。政府による行動制限の緩和や一部地域の県民割等の需要喚起、各地で様々なイベント

も再開し、人流が動き出したことにより国内宿泊需要等が大きく改善してまいりました。外

部環境が回復してきたことに伴いホテル客室備品の需要も高まってきましたが、足元では円

安や物価高が進行し原材料の輸入仕入に影響を与えていることや、エネルギー価格の高騰に

よる光熱費や人手不足に伴う人件費等の増加、またホテル受託運営についても顧客が戻るま

でに一定の期間を要するものだと判断しております。 

 

（１） 連結売上高 

行動制限の緩和や県民割等の需要喚起により観光需要の高まりは出てまいりました

が、ホテル受託運営については顧客が戻るまでに一定の期間が必要な点や、一層の顧客

拡大の基盤作りを企図していたデジタルマーケティング支援サービスが計画値に届か

ず、連結売上高が前回発表予想 1,220 百万円から 1,212 百万円に減少する見通しです。 

（２） 連結営業利益、連結経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益 

  今期は業界全体がコロナ禍の経済活動縮小の環境から抜け出し、旅行・宿泊需要がコ

ロナ以前に近づいている中で、当社連結売上高は概ね計画値を達成いたしましたが、円

安や物価高、エネルギー価格高騰による光熱費や人手不足に伴う人件費等の増加によ

り、連結営業利益が前回発表予想△45 百万円から△85 百万円に、連結経常利益が前回

発表予想△46 百万円から△87 百万円に、親会社株主に帰属する当期純利益が前回発表

予想△46 百万円から△87 百万円に減少する見通しです。 

 

今後につきましては、新型コロナウイルス感染症の収束による国内宿泊需要の反動増に備

えて経費節減に努める一方、人材確保含む体制整備、新設施設関連、業務効率化のための投

資等、事業活動を安定かつ成長させていくための財務基盤強化に向け、全社一丸となり取り

組んでまいります。 

加えまして、今回の業績下方修正を踏まえた上で、今後は当社の各事業につきましてはこ

れまで以上に業績見通しの精度と確度を高め、大幅な乖離が発生しないよう慎重に取り組ん

でまいります。 

 

（業績等の予想に関する注意事項） 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


